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〔別表〕
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今回私共の研究所に馳省育成課力螺棚甥降し導r母親嘩齢こ関する研究」の鰯力勒、・

薯急研究躾施することになりました・らぎまして膿轍室蘭お鰍癖例から児童虐待の事例及び現状

について報告下さいますようお願い申し上げます。

脚幟こ恐騨ござい轡き・何遡力下さいますよう瀬い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　琳鶴愛醐究所研究室靴部綴高橋種昭

1過却鯛に鰍蘇たケース既そ何件ぐらいありますか、難そ卿で襯の子ども蘭する盤の

　 ケー不に何件 ぐ、らいあ，りますか己 』、ll

　　　　a相談味たケースの鱗　　　　　件　　　r　　i
　　　　b 母親のデ　対する虐轡一ス数、．一、1件
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第3表　相談にくる経踏（虐待のケースの一般的な

　　　もの）（2，a）
第5表　子ども（被害者）の年令（3、c，｛ユ1）

（件）

1・

（％） 備　 　 ．考

民生委員」’』63 17．14

学　　　校 44
12．1

町　　　村保　育所幼　育　所 11

5
3．0 教育委員会③

稚園121

警　　　察 16 4，：4 ’，1、

近所の人 42
11， 6

親　　　戚 23 6． 3
そ　の　他

　な し

32

17

8．8

2．3

合　　　計 363（件）100。0（％）

年』令

、、ヴ3才

4～5
6～7

8～10
”11～13

14～

記なし

合計

（人）

25．

24

17

29

14

9
3

ゴ21（人）

（％）

　 20，7

　19．8

　14．0

　24．0

　11，6

　　7．4
■r

　2．5

　100．0（％）

第4表　相談に来た人（虐待の一般的ケースの場合）

　　（2，b）

（件）

民生委員　　43
学校担任・校長　　　24

保育所・幼稚園
担任・所長　　　13

近所の人　　13
親　　　 戚　　49

警察少年課　　5
ケースワーカー5
そ　の　他　　20
記　な　し 192

合　　　計363（件）

1（％）

11，8

6．6

3．6

3．6

13，5

1．4

1．4

5．5

52，6

100．0（％

備 考

医師、保健婦、町
村役場、他

1所経路を三つ記入させたので鮒頒力～・2・×3＝363と

1なる・さズ・齢のケ杁がどのような経路で家庭腿．

拐談所え来たかをみるとぐ1位が民生委員から、次に、

瞼から、近所の人からとなって勘殿翻の活躍が
：注自 される。

　玄た相鋒に来た人についてみるξ、1位が親戚の人で

緯の13」5％・次に殿委即8箔学碑任・ 轍畏．

ρ順になる。つまり、相談に来だ人に何らかの形で子ど

秀と接触りある人達で、子どもがひどい仕打ちを受けて

iいるのを早るにみかねて相談に来たと“うのが圧倒的で』

　　　ドある。　1

　3・子ξもの特性

　今回の調査では虐待ケースが121件あったおけである

1が、次にその被魯者である子どもについて詳しくみてい

iくことにする。

　a）年 令

第5表は虐待を受けた子どもの年令を示したものであ

郷表就園、就学状況について（6，・c，㈲）

（人）　（％）　備 考
イ保育園に行って　いる

16
13．2

ロ幼稚園に行6ている

3 2．4

ハ小学椥4行って
いる

52
43．0

晶未就園・未就学 35
29．0

ホそ　　の・ 他1 9
7．4k中学校⑧、高校〔1

記　　な　　し』 6 5．0、

、食、　　　計 121（人）100，Q（％〉

る。3才以下が20，7％、8～10才が24％、4～5才19．8

％、6～7才14％そして11才以上が19％となっており、

大体同じ ように分布している。

　b）就園・就学状況

　第6表は虐待を受けた子ども達の就園・就学状況を示

したものである。これを見ると、保育園か幼稚園に通園

して》るものが19人（15．6％）それに該当する年令の子

どもが49人であるから就園率は40％足らずである。12才

以上の子どもは全部で9名おり、全員通学 している。つ

まり、小学校以上の児童・生徒は全員就学しているが、

幼稚園の揚合は適令児の約10％が通園しているにすぎな

いo

　c）身体・精神発達の状態

第7表　身体的発育（3，c，〔51）

（人） （％）

イよ　　　い

ロふつ　う
ハわ　る　い

記なし
合　　計

14

64

37

6

121（人）

』11．6

52．9

30，6

4，9

100．0（％）
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8り　1 叡6　『’

偶ふ　つ「』う　1
65 5317　尤
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41i1 r醸r3き，9∫1曇’

記iな・…し　、
7ゴ 5｝8 岸

令、合　 レ計： 12エ（人） 1 100．0（％）

卿衷瀦8表雌徽獅好麓たち⑳身幌
’達の徽を示し規の筋る詳漉見ると》騨鱗
達鳩体的雛ともに悪いと猷たも転細％強い峯
、とは注目ナ爽きでああ．紬体隣達の遅燃，舞

嚇の中牽一翻細を十分に与紹も嘆なヤ斯
と雌の原甲の一嚇ると思わ織（後述）・鱗

、翻醗即遅畔糞ても嘩す越母の特性僻
、で1』ンルコ鞄中毒1、、糊畢常・低能勉艘脚僻、

』轟疑る鵬嚇囎伝腰勲匁軸と思わ樋・
が1．今回の髄燃硲何と蜘え魁｝・ 晦し・聯
・を受けた子どもは《その程度の差こそあれ正常な家庭マ

親の暖力破護の下硝磯1どもより煙身の発轡

遅れがちになってしまうといえよう。

、．ドd） 友達の撫』
1・ 』い二1 以一 1思『〉1留凱

磁が嚇待甑櫛る㌧呂～彊甑繊碑にあ紅
物龍ち蹴び相勃も寂幡・の砺紡海麹
表醇肋魏鮪勲示し属娩あち診圏漉

・「 脚る．旛え属の畦体あ伽％趣藩鰺
簸もあ轍57，協％そあ｝粛 との数字を顛しも』崩τゆ

液よう歓＝ 励鞭鮒綬げ畑る争ど⑫轡雌
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轡璽で鰍、、』1◇ン：、、、，

，
、ヤ．、“魯「rr

　　　　　露ウ 豪、、、家連¢布無、や・9マσ）》（、
』＝

．

（評内　 　「容

行’動が1粗 暴

嘘ド・、を　　う　 一く

無断1欠席i・怠！ ，学

家に帰りたがらな小
人を剃∫態度を変え
る

無、出 曜す．惹
俳　徊 す 為
盗　　　偽＝：1，i．ll〕癖＝

家の金を拷ち、出す
鶴コ緒　．木人姿rち、定

級友に意鞄悪す袴
反．～航 的憩 璋

1酬 内 ㎜、．容 件数

8 夜誹尿い1；鯉 2

6 身体」が』禾梁 2
6　

2 認鷲講
11

2 極 端・に消極静 1’

10 家庭街活不 適声 1

5 繁張・がつよい ユ

曳
』21！．

魂、， ㌧’㌧レ』

1
3’母 垂一。度 箪

鱒食畢があ1秘、

ヴ．3 失1・ll　　襟・
1．

33 大 　匠　　　食’ 匠1

く㌧ 二・・』㌃ ・乙Ol、
（人〉『 二㌧

〈％）－

蚤緯『ヤ』II劃』1』32．2 　戸『

』r57．9［

』1｛9’9畠P

lllo61う（％）

．、．第真o象11…問題行動④有無“（β二・1㊤鯉＞f

価．、

』箪』1 なノじ

・命 　、 計

（入》『i．．
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一64、『・
r♂

’蘭”
、』薮、1．・（

、．

2蓼 （ム〉

（％）1

　　　、
P

卜才
・㌧4α』5私』ま

F

　』争・16旨㌧
戸“

　』100．0 （％）

ゑ1ヌ問題行動め有無濫．1∵｝罫襲．

ピビで臆葎された拙達が行購で特晦糎

慧魏識♪層轡れ塵を噌轡1

蜘衷繊』物幽子齢塑樋行動をも6脚、
るこ乏力噸硬師騨容縛し空鯉が第腋
で南るが、⑳聴盗勢麟隊多く醜鋤曜碧”
榊蜘るも潮風家出、 粗暴彿ど勘顯趣
｝る嘩言く’概嫡騨輝轡網す硲’つ類』
那騨的弊，そφ噸騨牢・a騨昨盤鰺
犀、ン麺厭力瞬嚇身騨不激消鱒蜘’騨
鰺い繊牌嚥レも蘭行動と恥えな嬉
iのも含轍幡そ麟て織・次に鞍樋蹴
榔肌細題働椀つゆ肱づ典か・ ぞ礪嘩r
敷てみ藪力吻デ・‘♪ ゆし・ご畔轡嬉興
翻馳と漁な、・認紡のセよ》 控磁騨轡がr

l鞭麟鯉嚇辮を艦舛鯵霊
雰鷲輪錨灘毯難潔三濫諜、
果関係癒諮叫撫か樋おる訪か1しゆずれ紅

防繕噺の歪縛幼な確爲碗を聯麹て穆、

るこ らゆる議 醤其響1し1魂樹
、Σ4」負ナ凋居家族信う¢～妬一転』△示r勾・

騨＝留＝！、『肩
一、

とこ融醐勧獺・3 の但）（男雌表参照）磁騨ぎ

｝瀞し聯瞳ずL麟禰・顧：璽働』
がはち勘と樋癖⑫沸当獅っ⑫㌣緯を1
綿瞬の繍で繍そこ磁鍬酵轍奮
蹴麟脚妹の醜徹母？向麟糠1、
ごらズぞの結果を検討してい之る”一きr…｝a’一’ ず＾

7監～1 1試ζ：！・1与／

』

卿表から、虐待を受け好どもめ1猿騨碗：

一・177一
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第⑫表 ㌧家族帯成（3，d，①）

母子世帯
父 子世・』帯

核 r家　旅
祖父母いずれか同居1

記 な　　』し

1合rr浜　計”

実　　数 （％）

工．2
9．1

4
1．7

』75 62．0
10

8∫3

・23 18． 9

121
100．0％

第13表　父珊の年令別梅成（3，d，②）

1 1 ！

1 1

年、令・

　～19
20乍24

25～29

30～34

35ッ39

記なし

合 、計

客（人）1

　♀

菱

影
　25

121（人）

（％）

0，0

0，8

10．7

17，4

ユ9，8

、30，6

20．7

母（人）1（％）

　0・　　0．0
　7　　　5．8－

29　　　24．0

21　　　17．4

31　　　25．6

22　　　18．2

11　　　9．0

100，0（％）12K人） 100，0（％）

第醸父母徽育磯畑，．a，〔3｝）

第9集

第1醸父母の撚牙嚇成（3，d，14））

［職　　　業

会　社　員
公　務　員
労務 者（日雇）

水　　商　　売

店　　　　員

工　　　　員
職1 　人
農　　 　　業
懸護婦・保撮

医　　　　師

船　　　　員
運　　転　　手

自　　　　営

内　　　　職

理容・美容師

無　　　　職
そ　　の　　他

記　　な　　し

合　　　　計

10
8．3 0

4
3．3 0

14
11．6 8

1 0．8 9
2

1．7 6
19

15．7 6
16

13．2 D
2

1．7 2
0 0．0 0
o 0．0 0
2

1．7 0
7

5．8 0
7

5．8 4
0 0．0 3
0 0．0 1
3

2．5 50

1 0．8 4
33

27．1 28

121件 100．0％ 12瓦件　　　1 1

父（件）1 ％『母（件）『

　　　　　器

　　　　1：1

　　　　 1：l

　　　　lll

　　　　lll

　　　　、1：1、

　　　　』1：1

　　　　41：1

　　　　2111

　　　100．0％

・学 歴、 父（件）1 舛母（件）卜
％

1小 『卒 　9
中　　卒”　58

中中退 ・・ ユ

高　 卒　　 10

高中退　　 1

大　 卒　　 2

大中 退　 、0

餐種学校　　o
その、他、　　6

記なし　、亭4
合』r計　121

47．9

　0．8

　8．3

　0．8

　1 ，7

　0，0

0．0

5．0

28，1

100．0

10”

76

　0

8
2

　0

　0

0
5

20

121

　8．3

62，8

　0．0・

　6．6

　1．7

　0．0

　0．0

0．0

4，1

16．5

100，0

父か母・・或はその両者ともいなかった諸の主なる理由

はマ長期入院、死去、r蒸発、．別居、離婚等であるじそれ

以外にも・父帳期購ぎ、母が夜靴し力囎宅しな

い、度々筆をあけるといったものを含めると相当な数に

、なるO ”
　r

第・3勲父働年勉示すものである．19加下獺

が皆鰍ことと・25才輔噺も父と母合わせても8人
（6・4％）しかいないことは注意すべきであろう。つま

り、今回の調査では若い父母による虐待事件砿比較的少

なく・25～29・35～39才の間セ“・る母親獄る虐待が全

体の50％近くに達している。

％

恥灘父駒糖程朧示し属僧ある．これを
みると、父の学歴は小・中卒が半数以上に及び大学卒は

1、7％にすぎない。母親に至ってに小・中卒が7Q％以上

を占め・大靴・人もいなかった．また、鄭灘示し

た駿業を啄斎と“父親の場合、工員、職人く労務者など

単純作靴郷レてい秘りが多く、畷の鵬、半数
近くが轍｝（螂）・だが、、水蕨、労瀦、・韻、工員

なども比較的多か った。

さらに・盤搬胱子ども鯛胞の擁をみると、

63％が兄か弟・或聯か妹鶴っズいる嶺がわかっ

た・その筋編は異父・異母鯛胞砺ることは注目

すべきであり・後述する麟麟の発生因の一つになっ

ている。また、同胞のうちの誰かが特殊学級に通学して

いたり、養護施設に収容されているといった例が20％近

くもあり、複雑な家庭礁情が察せられる。

　5，　家族背景について

　ここでは前項で述べた家族関係をより詳細に検討し、

盤とい狽常鱒態が生・じた背景棚ら力虻してし、
く。

　a）父母の婚姻形態

第16表泌ると・正式醗婚をしているものが轍』

強・内醐係が2・鰯劾た。その他の項で廟居、父

の死去灘鰍働嫉して膿して嶋等が拳げ励
ている・ また証式嫌も⑳物およそ20％備婚で
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劃暇壌勲婚姻形態 （3峨ω澱韻・
固L』’「！∫㌧ ㌔！二

、美〔卜鵬1脚　　　　　「　　　『　』　　　　　、　　
f“翫・・一て％ナ1r1，

　』

　　　　　r　　　　r　　　　　■　　　F正西無、・内糊鰍

薦．隔婿
’そ燃獣瓦∵寵げな

ピ　r冗

　　一　　　　　　　　　　　

艶服一P聖ム・・11雛

11UM
　　」81
・4｝い」16el耽

　　
　、

　㌧、 　、　』』㌔　■■　』

（賦騨：』・ヤ1

婦9⑨噺　　　7，．4、　　　　　

　〆　　■

　　 ．6

』（　　1』、、

、

1・帆（箆

』に何らかめ間題を孕んでいるとkや～もタy・頃疹うゑタ≡．

勿論、翻形態が正鵡である繭滞てう，蜘騨に

瀬購鰹輝難酵，も姻懲嘩鱒
樋勅輝舞訟睡う塵擁魍為齢塾疹
幽尋う1レ蝉任鱒単購熱舜稗婿も瀞隅≧

動憂離ざ蓼結幽輝胆舘矯場鯉では轡
喫爆麹す，拠警、轡鯉，下，1 礁当
然であろ一うじ　　　　　　　　　 　（ト．、i ．タ・・、』、∫

　乙丁、

　画），未婦開係　
．㌦．．、、㌔・ f、r」 トいrb㌧プ』“：2 ～

r詑式婚が瞬晦蔭熊いう1勢ζ車叛甦璽難吻脊

あ撫歩す勧圃る箆弊鍵迷蝉菌係の漸
ごわ雛嚇、畑はそ潔類る醐僻昏蛎
す勧煽醜よ1う廓購蝉禰，鱒彙
酵磯関晒嚇顧晦よ～’辮墜

難がう象鋤饗、唾壁ギ蟻晋禦讐酵蕪
とがでぎる。

第・7孝は夫騨謄嘩轡摯轍贈
そあおボこ乳をみるとぐ夫姥関係が琴 心“と答匿たも』4〉芽

全繭鉱翻旛綿あ樋％葬趣遷卑
織あが4飾％鯵函卸羅睦惨ミ1藩棚回轡¢
ち二もあ畢秀玖宰が蝕幽論穂㌧董ヤ・う験に奉烈、喜

貌嫉繍繭勧撚1誕もσ齢樋畦．鰻
ことはこの結果から も齢かと、勲たわけ鱒，礎献

魍騨塑触勉『解轡轡餅1跨鱒に

』窯 』』．攣圭墜鯉31奨ll≠蓼

ピ

　、え1。　（件）
　　　　　　　　　　　　　　　1

！1、

ついて詳し葱みて凶恥漣れ子をして再婚Lたが未に
も子どもがあり、夫の子どもと自分の子ど硬碓魍

・る舜によ狭の麟巌飢筋吾たといっ澗獅

勲男のテ鰍し恥てヤ♪紛峡際咋纏のは好
だった贈 夫の期待を嚇ら脚曝という理鱈

罪も痴翠離したとゆ事例灘貨継ている朗

こう扉ケー祖鰍継も硬鯛李婆騨餌
1で楽し、くやっていける な、疹子どもは特にモ雰し黛と墨わな

・いとヤヤ3蝿酬齢締軸みられ硯今・こう耕
ケー海嶽へ磁蛾もいえるのでセ泉な肺う戸’・

』．

b）経済状態罵満』、二illi卜沿O　・ト 献1以＝1』乱r⇒諏象

畝際
とゐて物徽な鮮が精禰緬に与！焔影響

は非常に大きいとい魅、玩貧困が犯罪を生む1どよ惹疇ト

われる’よ礁待と．厭・ちた1事件電ご1引した経済状態が原困と

なってはいないであろう恥第18表は麿待臆き起乱

’た家庭の経済状態を示斗充もの博あるす’ト・ き蛭1：．引犠　　』

沸・籔を見て鵬かな・糟一顧経済状態が漁：と叡

たもσは皆無聾あるぷ逆に」腰“ど答屍たものは全体の

142％曇緯渤諮え跳腰鋤せ魏鄭95％む
縦繕通が嫌以下帷獣態筋るこ乏が湖・靭
も6とも、こうし憾済状態のみを取憾げ焼糎虐
待行為と単純に結びつけるこどほ早翫であり危険そある

夢、、少蹴ぐと型塵待癖件発生の÷因とならで“みごとは

禦蒼徽影きミy｝〔…，、大（、罫，、 託ン，r∴悲二☆灘寄1：

1！’＝ろ

　　　件1くIM
．％C・』　一、

よ　＝　　　い　！

阪つ　　う　

わ、ピ為rい…
　・な　し”

へ、愁．｝

　 （、ピ

．、『

r51　11λコ　　　61i三簿二鼻21傑・≦1

帰　　0．0μ

｝ 52．9A

　　42．1・．≧P　　　　　　　　　［．

　5－0　
llil・ロ00；10％

紬のか齢うこ≧が、人の難馳に躰から岬響

“　第18表，欝状態（3』e紛

　　　第19衷 住1居について（3，e715｝）

（イ）ζ1．彪憩　　1　
』1 o…乙　　　　　！11、・　 卜

　よ　　　　い
ぷ・・r』

わ、・乃余滋曳』

　　rな・＝ レ・』

、合、 　計

　10
㌧ll、361』1．こ

㍗一 逼’へ1

　現　／、・
12瑠．

　8，3　　こ、

乙29≧＄ 』rト1ぢ

，二、義弓4；シ、

1、；09ゆ％ilr

　F　
丁、

　　件：
4

淋・・％
一冨 　H

自　、　　家1 　　　F7 躰げ％・ 3廿

借‘…　家1 　54べ■　　　　1 ン弘5職

借1：，考　間1
24

そ
　　　　　i

i1‘　8 こ3、6縛1

記・♪な　し1 8　　一 」　6う7　琉

合いご㌧lu「計
・11｝註：1｝121件 ・iユ00．0％台

一躰79一
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　　　第20表住居にういて（3e，（51）
㈲、広さ

1件・ ％

1 』間 17．
、　　　　　　r

　〆　　 14．0
ら

12
．閻 52’ ‘

43，0』

3 間； 22』 1S．2一
1「

4間以上 10
8．3

”記』な し・ 120』・
16．5・

ムロ 計r』 121件 一手00』0％

を及ぼすと思われる。6帖一間に家族6人が重なるよう
に』 て眠うでい1るう ちに赤児が窒息してしまっ．たとひう

例も現爽に起きているのであるる、r、・、

　第19衷～ 1第2咳は鮒彗辮を起こ・した家庭の住居の状

態を示した1ものであ る。

　第工9表をみると。・虐待を惹き起ごした家庭の64％はそr

の住居が働ている ものであるrことがわ力郊 ま．ガ第
20衷から・一部屋数が2r既い うのが半数弱、 1間という
の・も14％あった・後述する慮待内容の中で子どもを夜遅

く、ま矯家年入れないと悔うものがあるが、それはこう’し

た住居の状態と関連がある』と、いえ1よう。

e ）嫁族内の人間関係

』 虐待楽件を惹き起こ した家鹿の家族関係を第21衷、虜

22表に示す。

　特殊な場合を除き、家族内の人間関係に何らか㊨間題

聯1象醗㌍騨纏曄の痢．、

　　　　　　　　　　　　 例 　％
イあ　　 る 103

85．1
ロな ，　い 10

8．3　r

記1 な　し 8
6i6　＝

合 』　計 ”121件
〆

rloo，o％

第22表　同上　②誰と誰との問に間題があるか1

父　×母

母　×本児

母　X祖母
母　 》ぐ父・本児

母　×祖父

父母×本児

そ の』

記　な・し

合　　・計

件

　53

　25

　3

　3

　3

　4

　10

　2

103件

％

　　ず　と　　』』51．5　・

24．3

　2．9

　2．9　1

　 2．9　、

　3．9　・

　9．7’＝

　枇g　l

100，0％、

がない限嘘待といっ燃鰍は垂らない・と考えられ

う・第2俵観ると騨鵬ると答えたものが85．・％で

あり・鱒見郷正い尊とを示してし・登・

　　次に琴珠内の誰と誰の間≧こ問題がある期を隊て，ヤ・く

　（第22表参照）と、父親と母親に問題があると答えたも

のが半翻上もあ二り・両渤不和による犠鷺子どもが

されていることがわかる。 その次に母親冴どもが多く
24・ 3物った・そ碗静∫いくと鞭と柵、磯と

　父・子ども、母親と祖父、父母と子ども奪の間に何らか

醐題があるとゆ蘇醐た・これを樋と、 家族内

め岬開係吻題が綴合、惣ヒ瞳遡が筋
栖て鴫こ．と がわか為。、

，珠には輝の麟観砂し詳緯み七いく読ず、

父脚親め不和欄をみると・蜘酷・ 無関
係・怠慢・臓φ繍撒繍病雌的鹸、 及碗
柳7 脚ツゆ獣どが挙げ暁るら と瓦磁砲
振磯麟喚に」番被蹴勤る の1ま子 ど紘嫌
ある。卸の罪もない子どもが≒づした翠をもったという．

燗の舳㊥どい仕描をされて％こと噸騨あ
るように思われる。

　母親と子ども嘱騨 うまくいかない一番瓠邸、

継母・継子どいうととである。母親は自分ゐ連れ子を可

翠顔り 、夫参先妻の子を憎んで虐待するといらだことが

平鱒行拠ているの妨る讃分好ども雌動争
≧もξ差別扱いさ胞虐符さわていう4）を交親賦見そ見め

勤射るか』 鶴蹴蜘醜瀦ン勧と施た舳
をと ？ズし1る5綴φ購胴轍親φ職磯
解鰭ない態度鶴臆がある．（3，e，⑳

　β・母親について
今ま雪雌御髄歓し縁庭嚇麗し・⇔かの

観勲ら蹄し健ゆ歴あ砥次に麟姉確
母親、鵠ρ背驚飾て、もう少群し硯強いく、ことに

する・？まり・鞭嬢家り醸繍撫、即磯
髄の近所付食いがどう賜？筋≧悟うこ擁ζ磯
問聯する・ 　　　㌔

5ハ

』a）母親の蹄の轍雄済聴＝
』、，

　母親の実家の職業や経済状態を問題にするゐは、磁業

や経済状齢よ．？て輝鱗鰍性、 2：劾、文化、価

髄準漕憤・働岬勲妙の韻力三禍れ、それ
が種々の面で人問に影響を及ぼす と考えられるからであ

るo

　第23表に母親の実家の職業を示したが《家庭児童相談

所に来談1した者は被害者の母親については余りrよぐ知ら

加昂うことが多く》 と噸目に回答し応、訪翻
は回答でぎないと答えた人が52人もあった。向答めあっ
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第騒実卿嚥（＄1 亨・』（暁中

高馳ボ畷の育児態幽歪みに開する研究

　　　　　　　　　と宴、、奨控蘇する測難暉㊦情の深さ瀦びつ

．lll
』，
伜

’　』
％

7　・ヌ』 　

、会 ．社．員、

蓮』r転r 手
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第醸1磁碓済 醜く3～』サ1う（8）！③

ぎ4）強きを示う』意味も含んでいるとり・づてもよかろう6さ

それが殊に母．も』子め場合そうい・らた情愛は｝層弦い’と尽

泳御批畑次鰭徽惹ぎ起紬姻親膿髄
鄭爵ど競舳襯係ζ 艮咳＝腕雛と硫⑳
母親磁艇筋め：醗母磯母砺るのが覇襯点’

礫鱒響轡鰭ζ騎1☆轡
解！雍21裏・麟克嚇てき，・，，⑧）㊨

　　　　　　　　　　　　　　りち ベいト　ヤ

たもの拠つヤ、・てみる：とく母親が結婚す為前ζ即ち実家の

蕨膿獅ある、と獣焼の磨番多1くて23・％あっ
たもレその他は大体似たよ，獣な数準始自営ギユニ員縞日僻駄

会社員女
漁業などが並ぶ。・：ここ、で注意すぺきζ招まく 現

屈の母親の嫁ぎ先き或は内縁関係にある夫の職業が農菜

硝る魔働・ ・、ヌ％〈第・5表参照） しかない昆砺
一るε…：つ；まのく農家育ちの母親が農家に嫁いでいる ゲ汁界

鞭賦螂．・1こ』どが注自蕊る謙郷育雛姓が

⊃工購人蔓旧鵬繍伽だ場合ぐ卿勢
筋鰍の鞍定馳持つのでを漁力｝ろう1か・・

　第24表は母親め災家の経済状態を示したものである・

が、どれを第18表の嗜待事件発生時の経済状態と塊較し

齢、ると懐家の場台臓業1胴砿てうにや騨嘩の
な鴨のが3・％弱あづ樹こ・の回答な・し撒け聯18表

．も襯廠駄体脈めな傾向を示し1ている・ζとがわか

　，るづ、即ちく1経済状態は普通か或はそれ以下の家庭が多い

とい凍点で麺しているのであるす・こうし磯灘態

セ）低さ，が家庭のト ラブ垣の直接Q原因となるこ匙も1ある．

．し澗撚1嫁庭不和を生ず㍑』ともあるのであ㌘る6

　　b二）、 舟親と子ども （被虐者）之の関係詩・ 』、1・ 』 1
、

　F俗に血は臓りも勲とい繍る・・血筋騨われ於

》一 件 ・、

生ぐ　 き』母冒

〆継』　　母～

養　　　i母㌧

配　＝な：．二 しい

合 1∫」． 噺 計∫

ぐ
　、｛一35．51「㌧1ン、Lr

　　　O一』
81 』べ・

　　　ゴ真3♪＄・一シ．、、、

　　　1 oo．o％・1、

裁みお1と潅徽漉殉趣屏、ξ蕪拠∫行

わ鍬る鯵解体酵懲占醐ρ’魏と 醜か
お．，マ寒麺・・蜘瞬蜘聯馨で、一塀妙

鵡と，生磁よ誌働勲脚獅導・導鯉碑
も発生徽が多いことに蟻醗賊糎鰻集団の
大きさφ違いはる緬濾繍餐マ撚 鱒の隼
母と継母の比率購者の方が泌礫高斡葛ラごと・

瞭ゐ細袖係の羅の方が継母r』 子麟曝庭よ・り1

む釧膨ごと駄る・従って・購辮撃畔る

輪細卿蜘占め徳一勲撃●『鱒雑
から麺蜘て多いとは続ないじ題藤擾・継
母1鋼唯じ麟の発生率はかなり商賭願蘭
よい煽ろう．し汎げれにレ鄭鱒舞キき納孝

・え鍛硝雑ゆきつつあ罷とセ誕嘩騨流繭
　cン毎親φ近所付合い　　　　rゐ崎、一函費ご母♪∫㌧

　こ，こで臆徽態凍母親の近鮒師力ζ師驚

、るカ、1髄べる．現今、向う三軒磯り 圃樋鰍嚇』
の勧つき嚥か鰯まってきてお rう燐蓉が昂雄
瑛をし・家飾人いるか期，マ七いる塑轡
．し益をま㌧どで彦る。
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　第2鋤嬉待臆き歓した母親の近所船㌧、はどう

かを示し焼のである…こ纏みる「と大物ものカ1近所

付合いの悪いことがわかる。つ勃虐待施こすような

母親は家庭内に飾の間題をかかえていると同時に、地

域の人々からも孤立しており、社会的な交際は殆どない

といっても過言ではない・では何故こうした母親た拠

世間から孤立してしまうのだろうか。それは後述する母

灘身の問題・微鷹親の脇贈、知能低劣、ア，レ

讃中蜘’っ嚇弊堺因力ζ襯脚

　7。　虐待の事実について

　今まで嫁虐待とは直接に結びつかないが少なくとも事

件発生に何らかの影響を及ぼしたと思われる背景につい

1てみて軌わけであるが、次に、懸に行われた麟に
鮪を当てて・その麟がどのような方法で行わ減力、、

また・そうした行為に母糀駒立てた直接の原蹴何

なのか鱒実と聯し合わせ興て、・くことにする。
　a）虐待の内容

冊継子ども鱗する乏し・っ錬体的に舵のよ

うな扱いを飾ので顔 う寿・。第2壊臆待方法娯体
的な内容を示したもゐである。

　　第糠欝卿実につ玩（3，fl、1）
・Ul唇待め具俸的内容

『体罰』の具体的な内容

難アイ即を押しつ瞬．冬、冷水をかける．

物をぶつける・鞠プで頭をなぐる。鵬をあぴぜ
か嫡る。

殴打する・竹の醐れで体を叩く．贈汁に古釘を
入れて飲ます、等々。

rその他』について

夜ねむらせない。家庭内での不和による精神的虐待

内1
容

暴ガを加える

餌敏充分） 厩勧
体罰を加える

放置ずむ

部屋 蛍家に とじとある』

夜遅くま：で家に入れない

学校に行かせない

労働を強い、る』「＝r、

r遊びに出さ ない

1．そ
こ』 の　、他、

、1解ン 、欺

．・ 　

　合　　　　計

件

　30
45

40

43』

10

15

　5

　5

　3

　3

　2

201件
備　考、、、〆、

『暴力』』の臭体的な内容

川につぎおとす。．ガケからつきおとす。壁にたたき

　つける。

野球璽バツ．トでなぐる・机の離ぶつける識打す
　る。．．

つねる。お灸をすえる。ストーブで火蕩させる。

冷水をかける。木にくくりつける。裸にして爪でひ
．っかく。

頭髪をつかんでひぎずりまわす、等々。

　　表中でr暴力を加える」とr体罰を加える」を別項目

　にした根拠は、前者は子どもの側に全く非が認められず

　母親が』方的に乱暴な行動をとったもの、後者は多少な

　りとも乱暴な行動に出る理由があるもの」という解釈を

　下しこれに基づいて区別した。また、合計の欄の201と

い滋字は濃待はただ一つの手段で行われるので瞳

　く、いくつかの方法を併用して行われることを示すもの

　である。例えば子ξもを殴打するとともに食窮も十分に

　与えないといった仕打ちをすることが多い。

　　さらにその内容を分析してみると、食班を十分に与え

ない・放置したま難話をしない、家（部屋）の中に閉

　じ込めて外に出さない、といったやり方は乳幼児と小学

校低学年児に対して行われることが多くく小学鵬学妃

　以上の子どもに対しては、 食事を十分に与えない、鉢溺

　を加える、夜遅くまで家に入れない、学校に行かせない

で労働を強制する・といった方法をとることが多い．こ

のように、子どもの年令に応じて虐待の手段も変るよう

である・ この中で・夜遅くまで家に入れないというの

は、特に厳無の候に砥な着物も与えずに諮上にほっぼり

出すといったことである。また、乳幼児を放置するとい

うめは、何日間もおむつを取り替えなかったFり」、．←室に

子どもを閉じ込めた享ま薗親ともにしばしば外泊』ミルク

も砥に与えないといった虐待手段である。その他、其冬

に、子どもが眠っているところに布団の上から冷水を浴

びせるとか、裸にして外に出し木に縛りつけるとか、
味

噌汁の中に釘を入れて飲ませるといっ零異常な例もみ
ら

れた。

　b）虐待瑛件の発生困

　親が子どもを虐待するといった異常な行為の襲には今

までみてきたような複雑な背景があるわけである が、 ．そ

の中でも今回の虐待礁件をもたらした直接の原因が何か

ある筈である・こうし燃件発生のきっカ・けに筋た も

のを第28表に示したる

　表には、虐待凄件の発生の原因となっているものを便

宜上父め側、母の側に分けて示したけれどもくこれは一

方的に父親或は母親が悪いことを意味するのではなく、

父母別賄鵬性を見るということ舶的としている．

一182一
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第28衰　こちした諮件めおきた康因と考えられるもの

　　　（’き 1fl（21） ▽＼’・・

父に於ける原因 群母に細あ原因 ！件

不在であること　　　120不雀燈あるこ・：と』

　　　　　　　　　　 気力1弦》、・：気弱であること　　　
10

　　　　　　　　　　』精神…埣格異常．』、 1精神異常　　　　　　10

　　　　　　　　　　アルコ 「洩中毒 o漂、アルコール中毒・酒　　2
　　　　　　　　　　酒乱

　　　　　　　　　　知能ぷ低い知能が低い　　　　5
　　　　　　　　　　厳格である ▽二怠惰であること　　　［12
　　　　　　　　　　子に対する愛箭が孝家庭をかえりみない　28　　　　　　　　　　しい
　　　　　　　　　　放浪癖が毒勘、．留守がち、である一㌔』　 8

　　　　　　　　　　異性関係班ル rざ父に原因なし　　　　　5

　　　　　　　　　　その他、く、
、
：、∵＞？そり他 、、　　　　、6

　　　　　　　　　　＝合、
、；、＝、、

r計』・食、v』 計　126

10

　9

・36

4

17

5
35

3
21

8
148

　　第2曝顛家嘩靴しての鮒411ぷ
a・ 現代の母親の解も騨鱗騨』，，，

“件～

放　　年）L
過、 保ドヂ護’

厳一ylP三・格ハ

干輩・過5． 争燭

そ　卑 鵬
・木 ヒ｝・ r』

発一 ／

1記’∫な ぐし長

　　　　　ぬい　
合．』1，障計一

1、、礼

1
㌔F

』25L メ

　　・・30

　バr㌧　3”■

　 遼
、ン婁4
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　　　13
　　 91⊃』一 1㌧”

ノ 　 ll7r［

，い一

珍卿

％

二 し20， 7
ン24甲8

』2・5

る，β8－1

』10，7

　7‘41一
　 5．8〔1㌧

ヌ00！0彰

・b◎油緬愛概嫌嘩磯顔1亀睡う葵

1．￥　一

・共通し牝原因となるもの 件

二家断ゐ木和1

・経済的貧困』

明記なし
　合∴ 固計 』・

27

4541

第28衷から～父親における問題と・してく家庭を顧みな

・く＝フ ノレコ・紳豫酒箪・ 維‘躯騨纏出
毯ぎ）などが多くぐこゲし蔦交親め行動に対して母親が

何も感じない筈はない。それによって母親は不安や焦燥

疫りつかれ、ひいて好どもを齢する商緯行動

に駆り立て初窃疑蟻磯鹸醐麺’ して

は、榊（性格）異常が醐鵬多ぐ粛くさ裡もに

対す腰悩が乏しい、難関磨ルー蔽鰹多し・・知

能が低いといったことが挙げら派㌧潮ヒろ寧見て

いくと、母親自身匠内在する間題の複雑ざと同時に・そ

の無責任さ、愛情O女芝と嶋ぐらたこ乏亀痛感1寄牽1られ

る．難、父親と母親あ瀦鹸癒鎌ら榔力・馳の

腫舳めている麟購渕齢瞬ヤ・つ蝉題鰍
会的な問題として慎重に処置されると乏郊望ま・しV・。そ

の他にも・家庭の不羅糊菌喉璽榊待寧
件が発生康と答えたも…め醜近くいた6

いず麗せよ、齢繍彪醸に敵縦磁のい
ずれかに、或はま漉崩都有麹贈幽』轍任
さ・繍なバーソナ癌 磨沁麹難ヒてい
るのである。　　　　　　　　　　　　㍉

＄獄の母親に対する鮒即親百一』’ギ
　ここでは家庭児壷相談所硬齢相談を担当している

ン人練現畑親に顧初意購轡
　a）現筏の母親の辛と載ヒ対する態度

、1｝、
　　　　一一，件、
一驚r㌧』1

卿ン

同　　　． じ＼

鴎∫な し く
・い

、合β　　評 い

F』＝n』

10、

、一 V工2∬1； へ

1L、ii9し1i i』叉

、＼ご82．．6・、

100．0％』1

　 1

一は　｝ い』ノ1ド、　一こた■』圧ナジ＝1■

b②、 どのように違りてy♪ るか1＼

　　（イ）ケー不におけるちカミマ、、き

実数
㍗毎箒親1』’め』愛一情

　　　先勲鐸も と糖郷卸：輝・、・．ジ
甲

2
　　　嫌疑な男φ子≧もでも隼屍》ばかわめレ菱。・1

　　屡醐の蜘彊畔ゆ鋤し易レ’・3
　　　1お纏雛る轡趣築を継1

　　　動物的感清海強》。｝：『 』』c 』、くべ』」L　ひ1

　　1承槻曝解綱する蹴視・r泳・
　　　自己中心的である。．．ド 、・

』、 、二、デン冗∵、1
　　　自分の鋳型に、はめこむきらい藻夢る。。（）1

　　　．．，琳躰腰獺辱い為9 「ド．照
　1

　　 ：「’過県誰で夢ゑ9．　耳「．、　　　　　　　・㌔」’　1

　　　午渉遍多である。ドマ　　．
、、

　1

　　　長い目で畔見ようと伽㌧
『、、

　2

　　　り齢の難灘璽とす馳、ll i　ユ

1）1』券二∫』見架紀をまが』ヴ注意しているげ

第29勲，は獄の母親に対する輔家磁財赤し

たものであるが、酬家畷代の脚を畔糟1、過保

護、 放任、とみているこ とがわかるるその池の原≧して

は、過度な期待を子どもにもっ七いる、愛惰が客㌍して

一曜ど、ら齢が聯漁1衡な騨しい
鞭鐙義簾島爺．削 経

一
183

一
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実数 父親一⑳愛情・
　　　　、1 児童養護の主体娃がない』

1 子どもを、・ベット化した接触をしている。

1 1子どもの、宮う通りになる。
2 長い目で、　も㊨を見ようとしない。

1

1 渾れ子に対しても余り愛情の差がない。

　母性愛≧いわれる母親の愛情は、父親の愛悩とは遠っ

たものと思うかという質蹴対して、鋤と答え準劇

家が圧倒堕ド多く80％を越えた。（第2g蒙b①）それで

は、どのように違うと忠うかという質問匠対してそめ理

由蛎硫も刎細飾㊥）砺季？ 頃齢ると、
かなり観念的な意見もみられるが、要約すると、母親の

愛厭温かい働的緬が強いの呼こ反して、父親の愛情

は理性的で視野の広いものといえそうである。

　e）現代の母親達に対する要望

　実際に現場で母親や子どもたちと接している専門家

に、これだけは今の母親に望みたいと思うことはどんな

ことか尋ねてみた。それをまとめると次のようになる。

　・　育児に自信と信念をもって欲しい。「

　・　養育に責任をもらてもらいたい。　

　●知触面だけではな儲餉な面の発達も穂し
　　て養育して欲レい。

　●野媛髄もって育てて脚㌧ 1ポ

。1締をもヤと厳粛なもφ購蜘㌧・。

♪子ど騨脳鱗碑健嫡軸ま家醇醐
　　に専念し七欲しい。

　・　子どもの人格を尊重しで欲しい。㌧．

轟羅臨聾騨泉鵬を傾
　○へ具体例1

以上・鮒につ硬その発生賦内蓉1鯨に帆、て

襯して獣浦であ礁．麟噂痔ゲスの中の
2・3の糊騨げて樋。1

〔貼例ol、来蠣擁1』搬
　　被虐者　10オの男児、（先要の子）小学棟に通学（小

　　　　　4）
　間題行動r姿癖

　身体的発窟一良・

　精神的挙育一普通

　 友達r無、
一脆r姉財q・4）雛の母の幽ヂ、痴才

　　（小2）盗癖の為施設に在所

　家族一父37才中卒、大エニ凝 なしし、

　　　　　　母37才　中卒竜工員、派手好き、おとぼけ

　　　　　　　　　好き、本児にとって継母

　　父墨璽婚姻形態r内縁関係

　　結婚（向棲〉して4～9年

　　夫婦関係、経済状態一普通

　　住居一旧家、都屋数　4問

　　地域環魔一農村て鹿児島県ン

　　母方実家の職業一農業

　　　　　　経済状況一普通
　　母親の近所付合い一普通

　　虐待内容

　　　子ど もが盗癖があるので、母親の体罰が目に余る

　　　程厳しい。

　　　郊も自分の子どもに晒価紬のを繁た恥与
　　　え一るが、本児に対しては余り与えず、いつも汚れ

　　　たものを着せる。寝る時も、実子は母屋に寝せ、

　　　本腿小屋の中1課せている。

　　　三度の食蛮も砥に与えない。

　　原　因

　　　本児に二盗癖力ζあること、

　　　継子であること

　　　親子の間に語し倉いの姿がな㌧．・ζと

　　　自分の子ξもが妻にこう1した扱いを受けているこ

　　とに対して、父親がどう考え、対処レているかは明

　　らかでないo

〔具体例の

　　被虐者 r4才　男児　現在養護施設に在所

．　問題行動．一なし

　　身体的発育一悪

　　精神的発達一ふつう

　　友達㌣なし

　　同胞一弟3才一母の連れ子

　　家族一父30才　中卒　工員・

　　　　　母21才・中卒　主婦

　正式婚、夫婦関係はよい

　経済状態一貧困

　住居一借間、 部量数2間
　地域理境一市街地り商庫街．、

　母方粟家◎職業7火葬揚火夫

　　　　　　経済状態一貧困・

　近所付合い一わるい

　虐待内容　。

　　衣食住で母の案子と匿別をつける
・、

　　鵬する嚇自分の鷺も紛鍵れて興、本
　　児を便所の中や押入恥に閉・じ込めて行惹。
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　保育園に行っている時も、母親と同年輩の女り人

　とみてrママ怖い、ママ怖い」といって机の下に

　隠れてしまう。身体中生傷が絶えない。

原　因

継母に同年令の奥子力秘駐と。’

　本児の実母は自殺、その後、父が現在の若い母と

　再婚した、父はこの母に逃げられうことを怖れ・

　本児が虐待されているのを見ても何も疑わない。

　N　結　　語

　現代、吐会構造の複雑化、多様化とともに人間の中に

は絶えず不安や苛立ちが強ま ？てぎている。通勤電車の

中でもも蓑られている人たちの顔をみうと心の余裕など

全く見られずすらかり疲れ果てている。一方では物質的

晒沢さに馴れ、衣服も食鶴段壕華になってきてい

る。こうした表面的なはなやかさの衷に人間関係におけ

る不信、緊張、不安な どが潜んでいる。今回の虐待に関

する調査からみてもこうした社会の歪みが母親自身の精

神衛生を悪くし、ひいてはそれが子どもに向って所謂虐

待といった行為に走らせる結果となったことは明らかで

ある。．

繭時雌待とい裸常な行為に母親を駆．り立て腰

因セよこうし鰍会的な琳聞聡なく～母舶身の未

・成熟なバーゾナリティ、生活態度なども原囚しており、

それと同時虹父親の無責住な揮舞、 権威の失堅、子ども

に対する無関心な態度も責められるべきであろうる

　人生で一番大事な乳幼児期くそして何癖にも敏感にな

っている思春期に、母親南るレ・は父親から受けたこうし

た仕打ちが心理的外傷とし丁子どもφ気持ρ中に残季と

したら、それは子どもの将来にとって非常な不幸をもた

らす こととな ろう。．
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